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温対法の背景 

CO2が増加し、地球温暖化が進んでいる 
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日本国温室効果ガスインベントリ報告書 

 2014年4月 

温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）編 

2012 年度の温室効果ガスの総排出量（LULUCFを除く） 

  13 億 4,300 万トン（CO2換算） 

1990 年度の総排出量に比して 8.8％の増加 

京都議定書の規定による基準年に比して6.5％上回る。 

日本は? 
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日本国温室効果ガスインベントリ報告書 2014年4月 

温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）編 

2012 年度CO2総排出量（LULUCFを除く）：12 億 7,600 万トン、 １人当たりのCO2排出量： 10.00 トン 

1990 年度比 CO2総排出量： 11.8％増加、 １人当たりCO2排出量： 8.4％増加 

前年度比   CO2総排出量：  2.8％増加、 １人当たりCO2排出量： 3.0％増加 
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2012年度 

CO2排出量の部門別
内訳 

外側の円：配分後割合 

内側の円：電気・熱配分前割合 

      （下段括弧内数字） 環境省HP 

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/2012.pdf 

１2億7600万トン 1990年比で8.8％の増加 

CO2 増加傾向 



エネルギー白書2015 （概要版） 
- 資源エネルギー庁 - 経済産業省 

エネルギー削減＝コスト削減＝ＣＯ２削減！ 
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 (kg-
CO2/kWh) 

2015 2009年度
実排出係数 

倍  

代替値

0.551 

電力原単位 
0.412 

1.38 
倍 

東京電力（株） 0.530 0.384 1.38 

中部電力（株） 0.513 0.474 1.08 

北陸電力（株） 0.630 0.374 1.68 

関西電力（株） 0.522 0.294 1.78 

温対法に基づく政府及び地方公共団体実行計画における温室効果ガス総排出量算定に用
いる平成２３年度の電気事業者ごとの排出係数等の公表について（お知らせ）環境省 
参考：http://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/h23_coefficient.pdf 

平成２３年度の電気事業者ごとのCO2排出係数 

電力使用量：そのままでもＣＯ２排出量は
４０％増加！ 
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皆さんが使っているものが手に届くまでどれだけの 
環境負荷がかかっているでしょうか？ 

１．食品サプライチェーンの視点から 

  ～食品廃棄・エネルギー消費・ＣＯ２排出はどこに？～ 

材料調達 

輸送 

保管 

消費・使用 

配送 
販売 

⇒生産時は？ 
 ⇒使用時は？ 
  ⇒そのあとは？ 

製造 

輸送 

輸送 

輸送 輸送 

再利用 回収 

輸送 

分解 廃棄 
リバースチェーン（静脈物流） 



水 育成 漁獲 
動力エネルギー 
資材 

温室 
エネルギー・資材 

飼料 

肥料 

梱包・保管・荷役 
エネルギー 
・温度管理 

保管・荷役 
エネルギー 

包装・梱包 
資材 
エネルギー 

加工工場へ 

保管・荷役 
エネルギー 

材料調達 

仮想水！ 

何を？ 
何処から？ 
いつ？ 

どれだけ？ 
荷姿は？ 
何で運ぶ？ 
保管は？ 
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水 
動力エネルギー 

包装資材 
機械エネル
ギー 

食品製造 

 
 
 

 
 
 大豆を水洗い        一晩、水漬け        ボイル 納豆菌噴霧    容器に充填       コンテナに入れ      検品 包装   
                                                   タレ・辛子充填     室で温度管理して発酵 

水 加熱 
エネルギー 

動力 
エネルギー 
容器資材 

冷却 
コンテナ 

材料調達 

包装・梱包 
荷役・輸送 

資材 
エネルギー 

出荷 

包装・梱包 
荷役・輸送 

資材 
エネルギー 

納豆製造工程を例に 
参考：株式会社加工連HP 

廃棄 

製造：何を？ 
いつ？ 

どれだけ？ 
どの方法で？ 
販売：いつ？ 
どれだけ？ 
商品姿？ 
輸送方法？ 
保管? 
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拠点倉庫 
温度管理 
エネルギー 

家庭調理 
水  
熱エネルギー 

卸 

インストア調理 
水 
加熱 
エネルギー 

店頭販売 
冷却 温度管理 
エネルギー 
包装容器資材 
照明 

商品調達 輸送 
包装・梱包 
荷役・輸送 

資材 温度 
エネルギー 

出荷 

温度 

廃棄 

仕入：何を？ 
いつ？ 

どれだけ？ 
販売：いつ？ 
どれだけ？ 
加工？ 

販売方法？ 
保管 

仕入：何を？ 
いつ？ 

どれだけ？ 
どの方法で？ 
販売：いつ？ 
どれだけ？ 
商品姿？ 
輸送方法？ 
保管 

販売 
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材料保管 
温度管理 
エネルギー 

料理提供 
水  
熱エネルギー 
冷却 
 

外食産業 

仕込み 
水 
加熱エネルギー 

調理 
冷却 加熱エネルギー 
温度管理 

材料調達 輸送 
包装・梱包 
荷役・輸送 

資材 温度 
エネルギー 

廃棄 

 
仕入：何を？ 

いつ？ 
どれだけ？ 

保管 
販売：いつ？ 
どれだけ？ 
仕込み？ 

提供・販売方法？ 
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・サプライチェーン全体での自社の位置づけ 

・連携・情報共有 

・全体設計の考え方 

 

食品ロスはそのもののみならず、 
それまでの工程で費やしたエネルギーが無駄になる！ 18 



製造業 

製品開発：環境配慮型製品を開発・提供 

    ⇒社会におけるGHG排出量削減貢献としてPR 

原材料仕入れ⇒製造⇒販売・輸送方法・使用時にも目を向けよう！ 

製造活動：・エネルギ（熱）・水の消費量削減  

     ・端材(材料歩留） ・効率的生産  etc. 

販売活動：・販売方法 ・輸送方法 ・販売(輸送)ロット 

     ・返品条件 ・使用の仕方 ・売れ残り 

     ・廃棄方法 etc. 

仕入活動：・使用量予測 ・仕入先(産地) 

     ・仕入れロット ・仕入れ時期 

     ・輸送方法  ・品質条件  etc. 
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小売業・飲食業 
環境配慮型製品を販売 

    ⇒ライフスタイルを変え、社会生活における排出量削減 

     （積極的に削減貢献を主張したい） 

小売・飲食業 ＝ サプライチェーンの中で消費者に最も近い 

 ⇒消費者に対してライフスタイルの変容を促そう！(廃棄物削減） 

販売活動：・仕込みルール ・包装方法  ・賞味期限 

     ・陳列販売方法 

   （エネルギ：熱・照明 水 資源：包装容器） etc. 

配送活動：・輸配送方法 ・輸送ロットと時期 

     ・売れ残り食べ残し ・返品条件と方法  etc. 

仕入活動：・販売予測 ・仕入先 ・仕入れロット 

     ・仕入れ時期 ・輸送方法 ・品質条件 ・返品条件 

                                                  etc. 



  食品産業特有の課題：「鮮度」 

エネルギー ＋ 水  ＋ 食糧問題＋自然環境 

生産・調達活動：温度・水 

製造活動    ：加熱・冷却・水 

輸配送・保管   ：温度管理・水・包装材  

販売活動    ：温度・水・包装材 

廃棄活動    ：水分・腐敗 

           ＋食糧問題 

移動：輸配送・保管＝鮮度（温度管理＋水） 
21 



エネルギーとＣＯ２削減に向けて 

（株）日本総合研究所 
創発戦略センター 

参考：「精米業界におけるＣＯ２削減  
に向けての手引き」 
農林水産省、食品産業ＣＯ２削減促
進対策事業 平成23年3月 

22 



発生要因（例）     内   容 

 
生 
 
産 

需給予測 作付時における長期的需給予測の誤差や価格相場による過剰生産 

気候変動 気候による作物成長の早さの見込み違い 

規格外品 大きさ・形状などの規格外品の廃棄ロス 

間引き・摘果ロス 成長を促すための間引き・摘果されるもの 

 
 
 
 
製 
 
 
 
造 

製造（加工）残渣 食品製造時に発生する可食部・端材 

製造（加工）工程でのロス 商品切り替え時のロス、ライン途中での落下、機器調整ミス、機械への付着等 

設備関連ロス 設備機器のトラブルによるロス 

規格外品 出荷時検査の不合格品 

過剰製造ロス 過剰な製造による製品の原材料・製造エネルギーロス 

検査（保存用サンプル） 検査用に一定期間の保存が義務付けられ、その後廃棄されるロス 

回収品 事故・表示ミス等により回収せざるを得なくなった商品 

試作施策 商品開発・向上稼働時などに試食用に製造され残ったもの 

原材料ロス 原材料の使用期限内に製造されず残ったもの 

 
 
 
卸 
 
・ 
 

小
売 

納入期限切れロス 小売・卸などへの納入期限（賞味期限の1/3・1/4等）を過ぎた商品（廃棄・返品） 

受発注の精度によるロス 流通過程での欠品対応のための過剰仕入による過剰在庫 

検査不合格品 輸入時に検疫や成分分析で規格外品となった商品 

破損 輸送中の外装のキズ、製品の破損・鮮度低下等 

店内での残渣 店内での調理・加工時に発生する残渣等 

売れ残り商品 販売期間内に販売できず廃棄される商品 

商品の棚替え 商品棚替え時に、店頭から引き上げられる季節商品や切り替え商品等 

フードチェーンにおける 

食品ロスの発生要因 
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どこで？ いつ？ どれだけ？ どのように？ 
  ・調達の仕方を考える   
   ・製造の仕方を考える 
    ・輸配送の仕方を考える 
     ・保管の仕方を考える 
      ・販売方法を考える 
       ・回収方法を考える 
        ・再利用方法を考える 
         ・廃棄方法を考える   

２．食品産業におけるエネルギー・ＣＯ２削減のポイント 

現場改善  ⇒  システムデザインへ！ 

商品設計：調達方法＋製造方法＋販売方法＋輸配送方法 
       ＋回収方法＋再利用+廃棄方法 
  

  需要予測・生産計画・流通（拠点・保管）計画・販売計画 

製造から小売・販売・消費までを通して考える！ 

24 



農作物の調達・生産 

・現地での育成 （肥料・農薬・水？） 

・規格揃え？ 

・予冷？ 保管？ 

・包装方法？  ・廃棄？ 

・品質検査？ 

・輸送形態は？ 運搬？ 

素材生産・調達の方法を考える 

何処から? 何を？ 
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規格外野菜の活用 26 

日本経済新聞 
2014.11.8 



野菜工場 
  ～トマト～ 

日本経済新聞 
2014.10.28 

Ｊファーム苫小牧 
（ＪＦＥエンジニアリング 
＋札幌の農業生産法人） 
 
・０．５ヘクタール 
・作業員：６名 
・高さ４mの苗：１２０００本 
・水やり・施肥：日照量・風向き・温度 
 によって自動制御 
・通年栽培 
 
トリジェネレーションシステム 
・天然ガス発電⇒湯を沸かす⇒温室 
          ⇒照明＋事務棟電力 
・排ガス中のＣＯ２⇒光合成に利用 
 



産地のグローバル化 

最適生産 
  －最適調達 
     －最適販売 
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・食品原料の生産段階から販売までの間で発生するCO2のうち、流通部
分で発生するCO2に着目することもＣＯ２削減になる。 

・加工工場を食品原料の生産地に設置することで､収穫・加工・販売まで
の輸送距離短縮を実現する｡ 

（輸送距離を短縮させることで生産者との連携が強化され、安全・安心に
つながるトレーサビリティを消費者に訴求することにもつながる） 

・生産地から精米工場までの輸送距離を削減することによって 

 輸送段階のCO2排出量を大幅に削減できる。 

調達：フードマイレージを意識した調達 

地
産
地
消 
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2015.4.5 
日本経済新聞 

どれだけ?  製造量計画 
販売予測の精度向上：気象情報の活用 

30 
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食品製造 

製造の方法を考える 温度：自然冷媒（CO2 冷媒）活用   水：油水分離技術 

32 



販売・飲食店： 
小売業における着眼点 

 

 ①消費者の買い方を変える 

 例：レジ袋の削減（日本フランチャイズチェーン協会） 

 通信販売      例；量り売り 賞味期限と消費期限・・・ 

 

 ②消費者の使い方を変える 

 例：米粉使用のクッキー・ケーキの開発、レシピ紹介 

               例；保存方法 容器工夫・・  

 

 ③消費者の捨て方を変える 

 残飯の再利用  

 食べ残しの持ち帰り（例：ドギーバッグ） 例；詰め替え用商品・・ 

 

 ④消費者の生活を変える（複合的な変容を促す） 

 例：洗米方法や炊飯方法の提案  

 子供たちへの環境教育（田植え体験） 例；外食・中食・持ち帰り・・ 

販売方法＋消費者の「ライフスタイルの変容」を促す！ 

販売の方法を考える 



販売の方法を考える 

1kw×500万台＝500万kw 
＝福島原発1～6号機定格電気出力469
万kw 
 
 
 
 
 

34 

自販機1台の1か月電気代約1万円 



自動販売機稼動台数 ：427万4200台（平成18年末調査） 
        （国内年間総発電量（１兆1579億）の0.6％） 
 

清涼飲料自動販売機： 227万0000台（53.1％） 
                （飲料全体：265万8200台）           
モーター消費電力：500W、稼動時間を12時間 
蛍光灯30W×3本：24時間稼動と仮定 

→１日の消費電力＝8.16kWh（年間2980kWh） 

清涼飲料自動販売機全体→年間約68億kWh 
（全国の清涼飲料自動販売機が最大消費電力：600W で稼動 

            →１時間当り、136万kWhを消費と仮定） 

参考： 
アメリカ：389万9900台稼動（全体の49.8％）（2005年調査） 
   注）コールドドリンク（カップ、容器入り）、ミルク自動販売機合計 

１人当り台数 ・日本     ：  約0.018台 （56人に1台） 
         ・アメリカ：  約0.013台 （72人に1台） 

出典：自動販売機の現状とエネルギー対策 (01-06-04-02) 
http://www.rist.or.jp/atomica/data/dat_detail.php%3FTitle_No%3D01-06-04-02 

エネルギー対策 
（1992年～省エネ開発） 
 
・断熱強化 
・気密性強化 
・エコベンダー 
 （夏の電力消費ピーク 
  時に電力消費削減） 
・ゾーンクーリング 
 （商品一部のみ冷却） 
・販売予測機能 
・自動的消点灯   etc. 

缶飲料自販機1

台当たりの年間
消費電力量 
2001年：1992年時
点の約半分に 

売り方：自動販売機(清涼飲料) 

総消費電力量2013年：2005年比４７．２％の削減 
     ・ヒートポンプ自販機投入：４３．４％削減 
     ・照明の２４時間消灯：３．８％削減 
            出典：一般社団法人 全国清涼飲料工業会  http://www.j-sda.or.jp 
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https://www.mpi.co.jp/corpor
ate/pdf/co020_008.pdf 
2014.9 

包装 

 

  材料 

 

包装方法を 
   考える 

36 
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しょうゆ容器の開発競争大豆変身物語 
 横山勉 2013年11月26日 
http://www.foodwatch.jp/secondary_inds/soy
beanclmn/37008            2014.9 

酸化防止容器の誕生 
 

「ヤマサ 鮮度の一滴」200ml 
 
開栓後の鮮度保持期間は発売当時より延びて120
日に。小サイズは紙ケースで立てやすく。 
  
柔らかなフィルム製の二重袋構造の容器（PID／
Pouch in dispenser）で、注ぎ口を逆止弁とした。 
開発：新潟県三条市の悠心（二瀬克規社長） 
 

この容器からしょうゆを注ぎ出すと袋はしぼむが、
逆止弁のおかげで内部に空気が入りにくい。 
酸化を防ぎ、開栓後も品質は保たれる。 
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http://www.sakae-pp.co.jp/ 
2014.09 

調達 ：材料・素材 
素材選択を考える 

38 



ユニー㈱環境レポートから 消費者との連携 

39 



商慣行の見直し ～３分の１ルール～ 

←   製造日から賞味期限までの期間  (例：6か月）  → 

 

１/３ 

 納入期限 

(工場出荷期限） 

 （卸から向上へ返品→廃棄） 

２/３ 

販売期限 

１/２ 

 納入期限 

 （卸・小売業へ納入） 

２分の１ルールへ？ 

製
造
日 

賞
味
期
限 米国（１/２） 英国（３/４） 

← (例：２か月） → 

 

米国：1/2  英国：3/4 
フランス、イタリア、ベルギー：2/3 

卸・小売業 メーカー 消費者 

40 



41 



出典：国土交通省HPを基に作成 

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_tk_000007.html） 

・温室効果ガス排出量のデータ：温室効果ガスインベントリオフィス： 

HP（http://www-gio.nies.go.jp/aboutghg/nir/nir-j.html） 

・輸送量データ：国土交通省：「自動車輸送統計調査」「内航船舶輸送統計調査」「航空輸送統計
調査」「鉄道輸送統計調査」HP（http://www.mlit.go.jp/k-toukei/index.html） 

輸送機関別 CO 2 排出量 

CO ２ 

モーダルシフトとは・・・ 

CO 2 Emission (g - CO 2 /ton ･ km) 

輸送量（１トンキロ）当たりの 
CO2排出量（2012年度データ） 

運び方を考える 輸送手段によるCO２排出量の違い 
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500kmを超えるものはト
ラックから船舶・鉄道に 
(トラック：54％→13％に） 
 
 
トラック運転手 
2015年には14万人不足 
トラックより割安に！ 
 
CO2排出量 
年間2400ﾄﾝ(半分に) 

味の素の 

モーダルシフト 

2014.5.28 
日本経済新聞 



日本経済新聞 
2014.11.2 

モーダルシフト 

キャノンとダイキン工業 
・東京ー大阪間 
 複写機とエアコン 
 の共同配送倍増 
ネスレ日本 
・商品・原材料輸送 
  13年比２倍に 
ＹＫＫＡＰ 
・広島―首都圏 
 500km超を鉄道船舶に 
森永乳業 
・盛岡－九州間の 
 商品輸送全て鉄道に 
イオンと花王 
・東京―福岡間 
日用品・飲料をｺﾝﾃﾅで 
味の素 
・500km超の加工食品輸送を 
2016年度に鉄道船舶に 



日本郵船グループ(技術開発子会社MTI) 
＋福岡大同青果 
 

果物・野菜を「船便」でアジアに 
 
・ｺﾝﾃﾅ内部：定温・低酸素状態にして 
（300個のコンテナ） 
 

政府：国産農産物・食品輸出を2020年までに 
1兆円に 
 

航空輸送に比べ 
コスト1/10に  日本⇒シンガポール2週間 
                        香港 1週間 
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・精米業界は少量多品種を近隣の複数店舗等に届けることが多く、輸送に
大きなエネルギーがかかる。 

・完成した商品の輸送においてエネルギーの削減の余地がある。 

・積載率や車両の回転率に無駄がないか確認する。 

・配送日時の見直し 

・同一方面に輸送する商品は、異なる商品でもまとめて輸送する。 

・他事業所や他社との共同配送を検討する。 

・ロジスティックスの最適化のために、輸送手段や運送経路の見直しに
よって輸送コスト・ＣＯ２を削減 

小売店

ITによる効率的仕分け

商品A 商品B 商品C

小売店

商品A 商品B 商品C

【配送改善前】 【配送改善後】

共同・連携 精米業の例 

ロットまとめと共同 

・輸送手段 
・拠点 
・経路 
の見直し 
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輸送機関別トンキロあたりコストの推移 

0

50

100
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200
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300

350

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 

営業用トラック 自家用トラック 船 舶 鉄道 航空

輸
送
量
あ
た
り
コ
ス
ト
（
円

/
t・

k
m
）
 

・輸送トンキロあたりのコストは、自家用トラックが最も高く200円台後半、一方、営業用 
 トラックは自家用トラックに比べて廉価で約50円。最近では40円台に入って来ている 
・静脈輸送では自家用トラックが使われることがあったり、また、営業用トラックであっても 
 積み合わせ輸送が難しいなどの理由で、静脈輸送のコストは一般的な営業用トラックよりも 
 割高になっていると思われる 

出典：輸送コスト；2011年度物流コスト調査報告書 JILS 2012年3月 pp.81-82 
    輸送量；トラック 自動車輸送統計調査 国土交通省、船舶 内航船舶輸送統計調査 国土交通省、鉄道 鉄道輸送統計調査 
                  国土交通省、航空 航空輸送統計調査 国土交通省 より作成 

自家用トラックは非常に高い 

自社物流の見直し   
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◇コープネット事業連合の動静脈一貫物流の例 

参考：グリーン物流パートナーシップ会議HP    
         http://www.greenpartnership.jp/pdf/active/kaigi/09/haihu/case7.pdf 

動脈物流（復路） 

静脈物流の見直し   

48 



参考：グリーン物流パートナーシップ会議HP    
         http://www.greenpartnership.jp/pdf/active/kaigi/09/haihu/case7.pdf 

動脈物流（往路） 

近接 

静脈物流（往路） 

売却 
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容器・梱包材
の回収 

多種のプラスティック 異物混入 

配送車による 
資源物の回収 
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エコセンター 
  （原料加工工場） 

配送センターの近隣に 
エコセンター(資源回収・加工センター）立地！ 

動脈物流と静脈物流の一体化
と積載率向上への取組み 

51 



圧縮された紙類を 
フォークリフトで運搬 

フォークリフト搭載の重量測定器 

トラックへ積み込み 

動脈・静脈物流一体化 
積載率向上 
①配送の帰り便が空車でなくなる 
②容器回収用の専用便が削減 
③減容により積載効率向上 
④廃棄物ではなく資源回収として立地 
⑤資源工場として新たな雇用 
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回収物： 
 
回収方法と活用 
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回収物： 
 
回収方法と活用 
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廃棄食品の利用方法を考える  

 廃棄食品の回収・再資源化 

 飼料化 

 回収方法 

 肥料化 

 回収方法 

 液肥化   

 エネルギー化 

    バイオマス発電 etc. 
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エネルギー化 
■缶詰シロップ廃液を利用したメタン発酵システムの確立                【山梨罐詰】 
■ 牛糞・食品残渣によるバイオガスプラント                                  【コープさっぽろ】  
■地産地消・産直の推進と創電                                          【 いわて生活協同組合】  
■廃棄うどんでバイオガス発電          【 うどんまるごと循環コンソーシアム】 
 

端材活用 
■炭素循環型社会を目指した食品生産利用技術                            【 ユーグレナ】  
■各工場における地域農産物を利用した製品開発         【 山崎製パン株式会社】   
■製造工程端材品の商品化                                            【みすずコーポレーション】  
■青みかんの活用                                                                                         【 湘南AO 】 
 

再利用    

■フードバンク活動                                               【 セカンドハーベスト・ジャパン】  
■ステークホルダーとの連携・食品ロス活用セーフティネット  【 フードバンク山梨】  
 

飼料化 
■ エコフィード化（液飼料）による CO2 削減                     【 みやぎ生活協同組合 】  
■多様な食品廃棄物のエコフィード化とリサイクルループ構築 
                                   【 日本本フードエコロジーセンター】    
■コーヒー豆かすリサイクル（牛の飼料化）  【 スターバックス コーヒー ジャパン・メニコン】  
■ポテトピールの液状飼料化                                         【 ケンコーマヨネーズ】 

も
っ
た
い
な
い
大
賞 
 
受
賞
事
例 

詳細は「もったいない大賞事例集」参照  
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連繋  
地産地消・消費者連繋 
■地産地消・産直の推進と創電                                       【 いわて生活協同組合】  
■ 100万人の食作り・もったいないプロジェクト（飼料化・規格外）  【 パルシステム】  
循環型社会 
■廃棄うどんでバイオガス発電・肥料⇒小麦⇒うどん再生 
                             【 うどんまるごと循環コンソーシアム】     
■伊万里の未利用農産物をゼロに （グリーンカレー物語） 
                                            【 伊万里市農協小葱部会】   

輸配送 
■お得意先様との連携による配送車両台数の削減                           【 加藤産業】 
 

省エネ・省資源（包装材） 
■燃料・資材・設備にかかるエネルギー削減（ビン）                          【 朝日酒造】  
■ みんなの知恵と工夫で水とエネルギーの有効活用              【 日豊食品工業】  

賞味期限延長 
■新飲料充填システム株式                                    【 伊藤園、東洋製罐】  

水 
■ ラーメン店厨房内での節水・省エネ・汚濁負荷の削減                   【 こむらさき】    
■油水分離技術導入による資源回収と排水処理システム                 【 大都技研】  

機器 
■自然冷媒（CO2 冷媒）活用による地球温暖化防止                          【 ローソン】 

も
っ
た
い
な
い
大
賞 
 
受
賞
事
例 

詳細は「もったいない大賞事例集」参照  
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キーワード 

・パートナーシップによる環境負荷低減活動 

   (原材料生産・調達＋製造＋卸＋販売＋顧客＋行政） 

・グローバル・サプライチェーン 

    (世界各地からの調達、各地への販売、フードチェーン・コールドチェーン） 

・動脈・静脈物流 

    (食品廃棄物＋包装材廃棄物）  

・定量的把握と可視化 

    （環境負荷把握方法と按分ルールの確立） 

・消費者・社会との連携 

    ⇒ 食糧問題・環境問題の社会的認識 
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環境にやさしい製品・サービス・食生活のスタイル？ 

おわりに 

新しい商品・サービス・ライフスタイルの提案 

 ・素材を変える 

 ・作り方を変える 

 ・流し方（流通）を変える   

 ・売り方を変える 

 ・使い方を変える 

 ・捨て方を変える 

  ・市場予測方法 

  ・注文・補充の方法 

  ・調達・生産方法 

  ・輸送・保管方法 

  ・廃棄活用方法 

  ・廃棄物資源化方法 

ムリ・ムダ・ムラの排除 

連
繋
し
て
循
環
型
社
会
構
築
を 
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食品循環型社会の実現を！ 
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